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天
皇
陛
下
の

酌

お
こ
と
ば

哩

京
目
、
ζ
乙
に
国
際
問
問
人
年
吋
記
念
日

京
婦
人
問
題

Azaの
開
会
式
に
臨
み
、

諸
君
と
親
し
く
一

堂
に
会
す
る
こ
と
は

誠
に
沓
ぴ
に
場
え
ま
せ
ん
。

わ
が
国
が
近
代
国
家
と
し
て
の
発
展

を
つ
う
じ
て
、
経
済
、
社
会
、
文
化
等

の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
婦
人
の
寄
与

し
て
き
た
業
級
は
大
き
な
も
の
が
あ
D

ま
す
。国
際
望
ロ
が
、
ほ
界
の
婦
人
の
地
似

向
上
を
め
ざ
し
て
、
本
年
を
国
際
間
同
人

年
と
定
め
た
こ
と
は
、
大
変
窓
畿
の
あ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

と
の
会
話
の
開

催
に
治
た
り
、
全
国
民
が
、
婦
人
の
果

+
午
'
社
会
的
役
割
の
重
要
件
務
認
級
し

い
州
人
の
も
つ
優
れ
た
能
力
を
生
か
し
て

わ
が
凶
の
繁
栄
と
、
人
類
の
進
歩
指
践

に
一
一
肘
努
均
す
ゐ
ょ
う
切
に
希
望
し
ま

す。

L国際婦人年記念

婦
人
の
た
め
の
全
巴
初
め
て
臨
席

さ
れ
た
両
陛
下
。
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開会式

シシポジクム

I国際帰人年にあたっての提言J

上智大学教俊

経
緯
を
隠
し、

社会で一括回
開
国
し
て
い
る

女
性
は
、
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
開
け
た

考
え
方
の
持
ち
主
、
肉
親
と
も
封
建
的

な
場
合
は
、
子
供
が
ノ
ー
マ
ル
に
育
た

な
い
危
険
性
も
あ
る
し
、
日
本
は
家
の

怒
織
が
強
く
、
一
軒
の
家
か
ら
一
人
の

代
表
が
出
る
と
い
笠
臼
本
的
社
会
の
特

色
を
陶
磁
。

中
山
伊
知
郎
日
本
労
働
協
会
々
長
は

現
在
の
雇
用
労
働
者
の
三
分
の
一
は
女

性
で
、
し
か
歩
て
の
半
分
は
家
庭
人
で

あ
る
実
情
か
ら
、
就
腕
に
際
し
て
も
、

結
婚
と
か
家
路
P
前
提
と
し
な
い
で
、

人
間
と
し
て
自
身
を
飯
高
に
向
き
1

資
一
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
陣
密
と
な
る
一
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
縫
閉
鎖
予
さ
ん

-

各
種
民
間
婦
人
団
体
の
一
代
表
十
名
が

一
ワ
ム
、
フ
オ

i
フ
ム
、
講
演
等
に
出
席

絡
を
と
る
な
ど
、
冶
己
酔
混
線
さ
せ
れ

一
の
が
女
性
に
と
っ
て
、
第
三
の
仕
事
と
一
は
、
女
性
イ
コ
ー
ル
家
庭
と
い
う
考
え

一
評
論
家
、
樋
口
恵
子
さ
ん
の
司
A
夜
、
一

し
た
人
々
の
洞
足
は
大
き
か
っ
た
@

ば
、
芸
術
の
分
野
の
如
く
、
男
女
が
同

一
い
わ
れ
る
出
産
で
あ
る
と
語
る
。
一
方
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い
る
現
一
そ
れ
ぞ
れ
の
立
掛
か
ら
の
主
張
を
民
開
一

t
t
e
zう
事
主
主
L
'
1
1

一
塁
審
る
高
を
拡
大
す
る
ζ
と
一
-
一
人
の
五
出
旅
す
れ
ば
そ
の
た
め

一
在
の
社
会
の
客
室
し
な
け
れ
ば
、
一
し
た。

T
j
国
際
紛
人
年
に
ふ
さ
わ

は
可
能
と
活
ナ
。

一に
六
年
間
の
プ
一
フ
ン
ク
章
一
ず
る
女
佳

一
女
性
が
自
身
と
し
て
の
安
方
還
さ
遣
さ
ん
は
、

「
平
等
の
只
の
喜

一
一
医
足
一

し
い
話
題
が
芝
一
室

有
門
亭
上
智
大
学
教
授
は
、
男
女
竺
の
ハ
ン
デ
を
埋
め
る
た
め
、
シ
ピ
フ
女

一ず
る
章
一
は
出
な
い
と
力
説
。

一
を
4
4
ぇ
、
人
間
と
し
て
同
等
の
川
健
主

で

ml一
れ
た
。

差
別
す
る
法
嬰
言
語
の
み
(
結

一
定
、

室
長
し
て
の
一
年
間
の
有

一

お
互
い
の
差
勝
負
す
る
護
が
欠

一
あ
る
と
い
う
以
妻
、
手

ク

三

ペ

ニ
ー
寸
一

十
一
月
十
八
日
午
史

婚
の
実
襲
の
際
の
婚
姻
年
月
制
一
課
阪
、
次
豆
諸
議
選
雪
一
如
し
て
い
る
於
平
等
を
欲
す
る
な
ら
一
き
だ
し
、
言

が

一

つ

怠

若

草

三

一
人
、
一

時
三
十
一
ニ
分
白
木
女
性
に

限
〉
と
い
-
つ
一事
実
と
、
現
実
の
柑
繁

一
可
能
と
さ
せ
る
、
売
施
設
の
拡
充
と
五
て
る
も
の
も
あ
る
と
、
棄
す
る
削
一
せ
よ
う
」
と
雪
、

ニ

ヨ

肌

一

よ
る
「
単
独
太
平
洋
器

具

同

一

塁

、
豆
労
働
運
案
一
義
的
な
喜
の
所
在
が
、
社
会
毒
一
に
、
何
を
な
し
得
る
か
と
、
中
間
女
性

一

棄
さ
ん
は
、

「
家
庭
附
人
の
地
位

一
つ
喫
一

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
」
が
成
功

分
で
あ
っ
て
、
同
一
処
遇
が
手
前
提
-
国
語
、
沼
市
山
に
進
ん
で
い
る
と
紹
介一

の
例
を
引
い
て
望
。

一
向
上
の
論
議
が
な
さ
す
ぎ
た
が
、
三
歳
一

f
l
小
柄
な
二
十
九
械
の
小

一
一
兇
ま
で
の
脊
児
の
市
一
裂
性
、
老
人
、
身
一
林
則
子
さ
ん
が
そ
の
名
も
「
リ
プ
」

今
し
ま
る
扉
は
、
明
日
に
一
設
住
料
開
廷
一円百九九九ハ訪日以

.

一
同
楳
は
高
く
持
ち
、
毎
日
の
歩
み
は
者

一
沖
縄
ま
で
の
一
一
刀
二
千
J
の
長
い
航

向
づ
て
開
く
、
扉
で
あ
る
一
点
説
話
P
A
L
P問はっきは

a

一
あ
と
、
間
際
財
人
年
世
界
会
議
政
府
首
一

V
九
月
二
十
一
日
に
サ
ソ
フ
ク
ン
シ

最
後
に
ゆ
い
つ
も
何
か
を
賛
す
る

一
り
育
児
、
警
の
需
を
女
性
が
と
る

一
は
父
親
に
対
し
て
昼
休
般
を
与
え
て
一
席
代
表
の
需
た
き
女
史
が
1

問
日
に
一
ス
コ
を
出
発
し
て
か
ら
、
ゴ
l
ル
イ

女
泣
い
つ
も
認
を
考
え
て
い
る
女
一
負
担
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
.一

い
る
州
も
あ
る
と
紹
介
。

一
む
か
つ
て
」
と
題
し
総
括
講
演
。
一
ツ
す
る
ま
で
の
五
十
七
臼
一
一
一
±
一
分

患
い
つ
も
よ
く
聞
〈
女
性
、
と
い
う
一
そ
の
解
決
の
た
め
に
1

就
学
前
の
児
一

最
後
に
帰
結
す
る
の
は
、
労
組
、
立
一
「
女
性
に
巣
く
長
童
、
夏

、
竺
十
五
の
時
間
は
、
人
の

E
2

一
一
一
項
文
人
問
弁
じ
て
の
成
長
に
力
点
一
言
対
象
と
す
る
、
保
書
の
必
霊
王
建
決
定
献
を
持
つ
揚
に
女
性
主
め
、
不
甲
斐
な
さ
を
粉
砕
し
、
従
界
の

一
見
た
ら
、
ほ
ん
の
一
刻
と
い
え
る
か

を
億
五
人
巡
動
の
重
義
符
ず
る
一
は
書
施
設
の
警
と
間
程
度
の
兎
主
一
人
で
も
き
送
り
出
す
禁
肝
要
で

五

%
を
占
め
る
開
発
途
上
闘
の
高
一
嘉
れ
な
い
。
し
か
し
女
ひ
と
D
、

と
述
べ
た
巾
山
伊
知
郎
民
や
、
シ
ピ
一

フ

一

性

を

も

っ

と

強

制

。

一

号

、
円
党
め
た
意
識
で
、
社
会
差

一
語

、
意

へ

の

事

案

れ

ず
、
限

一
台
風
日
号
に
よ
る
要
事
、
義

女
史
の
悶
購
入
年
に
あ
た
っ
て
採
択

一

素
直
会
話
働
く
財
人
が
増
加
す
一
芋
る
女
性
の
政
治
参
加
は
、
必
ず
や

一
室
外
へ
向
け
、
国
際
思
議
す
る
一
に
耐
え
て
、
製
薬
事
、
先
北

京
た
行
動
計
画
段
「
人
間
の
た
め
の

一
る
の
は
当
然
だ
が
、
二
議
忠
告
に
一
婦
人
の
地
位
向
上
を
襲
さ
せ
き
、一

樹
人
の
哲
を
期
待
す
る
。
君
主
一
し
た
栄
光
は
、
長
く
世
界
の
長
に

十
年
」
へ
の
運
動
ど
な
っ
て
欲
し
い
と
一
従
事
し
て
い
て
は
、
低

芸

品

販

さ

一
と
二
時
間
に
季
語
薬
会
。

一
セ
レ
モ
ニ
ー
で
今
日
を
終
つ
て
は
な
ら
一
雪
。

述
べ
た
一
選
挙
実
の
共
感
の
拍
手
が

一れ
る
の
は
当
然
だ
か
宍
女
性
保
護

一

続
い
て
質
問
会
に
号
、
山

英

一
示
。
君
主
社
会
棄
の
た
め
、
一

V
ヨ
ッ
ト
は
そ
の
ス
マ
ー
ト
さ
か
b

湧
き
あ
が
る
中
、
第
一
回
目
の
会
合
は
一
の
撤
廃
を
主
張
し
た
い
部
分
も
あ
る
一
沖
縄
県
な
ど
か
皇
官
民
表
の
質
一
政
策
決
定
部
門
へ
の
女
性
器
等
、
人
一
役
し
も
あ
こ
が
れ
を
抱
手
、
会

終
っ
た
。

一
と
、
深
夜
菜
、
接
送
歪
の
野
語
、一

聞
に
ゲ
ル
パ

I
女
提
起
U

え
て
午
前
の
一
附
と
し
て
答
。
る
明
日
へ
、
希

芸
η

ち
一
帆
疋
は
体
力
、
気
力
等
に
加
え
て
、

十

一

月

六

足

、

明

か

ら

秋

雨

の

降

一

女

暮

例

法

員

長

①

就

業

の

自

由

一

部

を

終

了

。

一

っ

て

進

み

た

い

」

一

海

洋

諸

、

経

験

等

あ

お

る

案

hu
つ
づ
く
肌
寒
い
聞
で
あ
っ
た
が
、
会
一
を
要
求
し
な
が
ら
、一

方

選

壁

求

一

午
後
は
一
時
半
か
ら
料
開
し
「
男
女

一

と
述
べ
二
日
聞
に
わ
た
る
雪
多
い
一
を
必
要
と
さ
れ
、
男
性
で
も
昨
か
し

泌
の
一
崇
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
は
、
前
日
一
め
る
甘
え
は
評
さ
れ
な
い
、
②
寝
間
の
一
平
等
と

シピラ女史ー 記念講演 ー

が
呉
国
国
人
間
の
典
型
で
あ
あ
乙

と
。
彼
ら
の
多
く
は
澗
も
タ
バ
コ
も

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

たき藤田
...... 
'"面、ー

i~ 

開

マ
イ
ホ
ー
ム
が
庶
民
の
夢
と
い
わ

れ
て
久
し
に
そ
れ
も
オ
イ
ル
シ

z

v
ク
以
降
、
ま
す
ま
す
途
き
幻
想
と

な
っ
た
感
が
あ
る
。

殻
近
、
そ
貯
留
伊
を
現
実
と
し
た
マ

イ
ホ
ー
ム
の
偉
人
た
ち
が
訪
問
す
る

機
会
を
得
た

f
r」
の
い
ず
れ
も
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ド
ラ
マ
を
秘
め
て
い

る
。
そ
の
喜
劇
を
、
乙
こ
に

マ

す
こ
と
は
で
舎
な
い
が
、
そ
れ
で
も

マ
イ
ホ
ー
ム
を
手
に
し
た
人
た
ち
の

口
調
は
ど
こ
か
湾
ら
し
げ
で
あ
る
。

例
え
支
払
い
に
惑
戦
苦
闘
は
し
て
い

て
も
、
と
に
か
く
我
が
唆
を
持
っ
た

ー
ー
そ
の
自
白
円
心
が
あ
る
ら
し
い
。

年
齢
的
に
は
か
な
D
の
闘
が
あ
っ

だ
が
、
い
ず
れ
の
世
代
に
も
共
刈
し
ま
ず
や
ら
な
い
。
じ
か

b
て
れ
は
マ

て
い
た
の
は
、
-
家
の
往
た
る
史
人
イ
ホ
l
ム
放
に
強
制
さ
れ
た
も
の
な

-J 

有泉

ター

藤

「マ

〆

華やか{ご全国の婦人代表が参集婦人の自衛官の伽IJIlR資もちらり

4 

は
な
く
「
も
と
も
と
う
ち
の
人
は
飲
他
な
-
b
な
い
。

ま
な
い
ん
で
す
」
と
い
う
答
え
が
圧
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
の
一
間
内
部
を
旅

倒
的
で
あ
っ
た
。
し
て
み
れ
ば
酒
、

ず

る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
む
こ
-
フ
の

タ
バ
コ
に
縁
の
深
い
人
聞
は
家
を
活
家
は
い
ず
れ
も
料
室
、
パ
ス
ル
ー
ム

る
資
格
は
な
い
と
も
い
え
そ
、
♀
%
が
二
つ
以
上
と
い
う
の
が
常
時
州
と
問

さ
ら
に
そ
の
性
格
は
遠
距
隊
通
勤
い
た
。
そ
れ
は
日
本
な
ら
ば
仮
に
十

な
ど
な
に
ほ
ど
の
も
の
で
も
な
し
と
役
帯
は
容
ら
せ
る
と
い
う
ス
ペ
ー
ス

い
ろ
我
慢
強
さ
に
あ
る
。
多
少
の
過
で
も
あ
る
。
そ
れ
も
土
地
が
ほ
と
ん

智
ブ
ッ
シ
ュ
に
音
を
あ
げ
る
よ
う
で
と
ノ
l
パ
D
ュ
ワ
と
い
う
ア
メ
リ
カ

は
い
け
な
い
。
黙
々
と
耐
え
る
人
で
な
ら
で
は
の
こ
と
だ
ろ
う
。
と
も
あ

あ

る

。

れ

そ

の

風

n
R
は
す
べ
て
が
大
き
い
。

そ
し
て
こ
れ
が
慢
も
肝
心
宝
仙
の
羽
出
九
降
り
立
っ
た
と
き
、
日
本
一
は

だ
が
、
い
ず
れ
も
家
計
を
き
b
ま
か
ま
る
で
箱
庭
の
実
感
で
あ
っ
た
。
そ

す
ギ
一
婦
た
る
も
の
殿
た
る
べ
し
と
い
ん
な
箱
庭
の
中
で
あ
れ
ば
こ
そ
純
幼

う
こ
と
で
あ
る
。
会
っ
た
印
象
は
悉
に
土
地
を
、
家
を
求
め
ず
惑
を
比
る

〈
賢
夫
人
で
あ
っ
た
。
マ
イ
ホ
ー
ム
と
い
う
乙
と
だ
ろ
う
か
。

の
提
唱
者
は
、
主
人
な
ら
ね
彼
女
の

P
や
っ
と
娃
て
た
減
が
家
で
す
。

ほ
う
で
あ
る
e

主
人
は
ω

〈
の
四
回
夫
人
私
に
し
て
は
出
来
す
ぎ
と
内
心
思
つ

の
才
釈
に
従
っ
た
ま
で
、
と
い
・
フ
の
て
い
る
の
で
す
UM
-
-そ
ん
な
C
M

が
現
実
の
よ
う
で
あ
る
。
ソ
ン
グ
が
臼
本
的
な
お
か
し
み
と
べ

開問
、
タ
バ
コ
を
手
際
さ
ず
、
自
由

1
ソ
ス
を
感
じ
さ
せ
る
。
と
も
あ
れ

に
伊
き
た
い
な
ど
と
い
う
ロ
マ
ジ
を
マ
イ
ホ
ー
ム
は
白
木
に
あ
っ
て
は
、

活
る
男
性
に
マ
イ
ホ
ー
ム
は
無
縁
の
ど
こ
ま
で
も
見
果
て
ぬ
同
民
の
伊
に

も
の
と
知
っ
た
ほ
・
つ
が
よ
く
は
な
い
は
ち
が
い
な
い
。

か
1
1
そ
う
い
う
人
目
刊
に
と
っ
て
マ

イ
ホ
l
ム
の
代
償
は
F

身
売
D
H
に

暮らしの中のく富士〉情報

書くのはたったこれだけもrt5ら、住所(郵便番号)口口口一口口……………一一一技主

キャッシュカードのお申し込みは簡単てやれ
なれます二通帳とハンコ(サイン式。是合は不安)

を添えて、お近〈の〈富士〉へどうそ二

置雪量蓋雲監ヨ皆様の@

いま、みんなが普通預金からおカオ、を引き出

すのに手l閉してし、る現金自封皮払機・・・あなたも

キTツシュカードを持って、お使いください。

左の事項をご記入になるだけでお申し込みに

フリカ、、ナ

ご署名……………H・H・-………...!………-一……様

(f.Cj:4 HI) 

-
太
線
の
な
か
だ
け
お
書
き
く
だ
さ
い
。

8月12日(月)より発売開始/第3閤富士くじ付き定期(割増金付)
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の
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和
と
幸
福
の
た
め
」
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ア
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・
不
況
か
ら
暮
ら
じ
を
守
ろ
う
4

H
イ
ン
フ
レ
共
闘
主
催
H

日比谷

値
上
げ
は
も
う
沢
山

日
/
日
生
活
防
衛

国
民
大
集
会
開
〈

「火咽目)

「
告
発
型
抵
抗
」か
ら
「理
論
武
装
」の
抵
抗
へ

. 

第
十
四
回
全
国
消
費
者
大
会

東京
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d 
同e

お
ん
な
の
己
つ
て
な
ん
立
で
3
て
る
p

お
さ
と
う
と
ス
川
イ
ス
と

す
で
主
む
な
に
も
か
も

そ
ん
た
も
ん
立
で
き
て
る
よ

さ
む
く
て
が
い
冬
の
故
。
一
軍
で
コ
々
吋
ノ
を
同
む
時
間
も
多
〈
な
り
ま
す
.
問
3
h
T
レ
ピ
が
見
て
い
る
の
で
は
附
が
あ

り
ま
せ
ん
.
人
間
円
相
日
は
拍
学
か
ら
離
れ
た
嗣
問
、
か
り
省
け
が
同
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

γ、
そ
ん
な
時
、
I
州

3
L国

し
む
の
も
h
t
h
t方
法
で
し
ょ
う
@
的
川
!
小
学
出
、
中
学
生
、
日
H
ペ
秒
一対
的
奴
に
し
た
苅
岸
一
軒
山
臨
氷
山
川
b
珂
ん
で
も

ら
い
、
}
刷
M
汁
に
は
「
引
で
埠
ん
で
み
去
し
ナ
る
胡
き
目
白
山
田
い
叫
い
山
と
な
っ
た
初
め
て
の
ー
と
の
山
あ
い
か
b
帆
よ

一
P
、
大
人
に
な
っ
で
恥
帽
L
耐
と
な
っ
た
今
、
帥
か
に
叫
い
N
す
と
己
内
に
、
子
供
へ
の
理
解
と
品
た
た
か
い
心
の
セ
慌
が

一
ぺ
設
か
ど
ゐ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ペ
閣
が
ゐ
押
P
子
る
究
明
の
中
か
ら
判
か
を
極
じ
、

M
・
刊
の
唱
し
さ
が
円
問
に
丘

二
に
つ
く
こ
と
で
し
ょ
う
B

い
ず
れ
に
社
よ
吉
駅
レ
め
ら
人
ペ
は
す
ば
ら
し
い
己
と
の
『
昔
ョ
さ
あ
叶
さ
ん
も
今
H
か
h
ま

寺

区

に

あ

身

dnfrひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

出、

J
4
7
ス
仲
叫
し
さ
を
山
に
問
じ
己
的
t
-
同
批
な
陀
間
の
巾
に
あ
る
も
の
へ
の

-

時
代
“
ロ
Y
7
1由
民
1
H
P
H
の
窟
ぷ
一
日
間
間
に
、
巾
月
収
の
人
判
の
刷
出
自
巾
で
一

で
ず
フ
ス
附
さ
に
た
っ
十
よ
。
ご
つ
の
一
わ
か
り
や
す
〈
比
一
挙
ど
れ
ゐ
と
と
も
一

駒
山
か
話
し
て
叫
札
の
料
相
と
、
開
人
一
に
、
科
常
ず
る
ん
宮
市
岬
ぴ
剖
し
て
〈
れ

の
民
り
な
い
日
り
冷
吊
い
て
い
ま
す
a

-
る
で
し
ょ
う
.

f火園田巴)昭和50年ユユ月25巴

小
学
生
の
た
め
に

タ
ジ
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科
学
J、、

の
め
ざ
め

プ
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ン

小

学
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学

年
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会
主
の
揖
択
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
重
一
一
一
宮
古
興
会
を
時
え
た
@

一
行
う
宣
告
た
が
同
白
た
め
一
ナ
モ
は

と
w
が
ん
ば
ろ
う
M

堂
一
手
唱
し
て
午
桂
一

な
お
己
の
口
に
同
古
へ
情
闘
ア
モ
を
一
中
止
と
な
D
陪
回
す
っ
己
と
に
な
っ
た

ン
グ
事
故
を
考
之
る
。

z
ク
リ
ノ

l
一一

都消費者

センター

消
費
者
と
業
者
と
の
話
し
合
い

国
際
婦
人
年
に
あ
た
っ
て

一声
明
文
一

一
発

表

一

日
本
婦
人
科
学
者
の
会

ぜ議

事
V伽ヤ犠':;!l州知地議品働

揮'6固否問措置畠梅沢;兵尭匡博一

日
出
掛
人
品
宇
省
白
金
〈
欄
U
幹

一
白
た
品
目
同
町
掠
と
副
学
品
市
へ
町
出
献

ポ
)
は
、
十
-
月
八
日
副
市
+
へ
学
唱
宇
一
軍
国
を
胆
勺
て
の
内
#
は
小
ヘ
担
問
の

描
孝
司
、
釦
十
I

ハ
川
公
開
調
間
企
笠
通
D
W

mv、
(
拘
百
名
の
草
加
在
)
@
聞
士
一
間
一
一
杭
世
抑
ぃ
ヘ
概
怯
の
仏
品
な
問
棋

の
晶
い
さ
つ
の
晶
と
開
国

「坦
糞
ヒ
l
二
に
わ
た
る
附
人
白
、
社
r
A

以
前
進
出
に
は

ラ
細
胞
に
対
す
る
プ
レ
オ
マ
イ
シ
Y
D
4
H
9見
は
ら
古
る
も
の
が
あ
る
が
、
よ
一

世
比
作
用
」
を
上
眠
、
制
い
ず
識
斗
竺
だ
に
鮒
人
の
地
的
の
不
平
司

，τ目
崎

市
ぃ
宇
研
由
究
所
H
『

bm学
博
士
・
栴
民
間
一
力
に
対
す
ゐ
過
小
印
刷
、
蹄
入
の
羽
生
勾

え
氏
に
よ
る
「
ア
ミ
ノ
酎
別
抗
克
明
間
一
，
M
酌
も
笠
宮
叫
に
す
る
た
め
の
法
剤
、

M

l
l主
化
的
耐
見
の
メ
刀
ニ
ズ
ム
と
む

一
A
不
婦
な
ど
の
悶
E
H
V
の
こ
さ
れ
て
い

向
立
柵
地
」
白
調
制
。
士
蝿
は
い
か
に
一
る
事
世
を
ふ
ま
え
、
財
人
斜
宇
有
田
会

も
州
人
量
制
ら
し
い
出
い
と
、
安
一
と
し
て
は
期
王
整
骨
野
へ
の
進
出

白
州
人
科
学
荷
を
め
迂
ず
大
単
生
の
メ
一
と
、
刷
用
入
料
哨
1
4

引
に
よ
る
糾
学
へ
の
両

モ
を
と
る
唖
も
多
〈
見
り
れ
、
落
ち
つ
一
献
胆
は
歴
型
的
に
も
』
問
さ
れ
て
い
る

い
た
品
叫
ん
誌
~
っ
た

4

の
主
再
る
か
'
『
そ
の
向
い
陪
刀
と
剖

0

0

0

一
迫
力
は
買
前
で
再
る
帯
冷
骨
d
dレ
睡
担

問卯一三ー十一
一平
に
何
人
科
学
有
の
会

一に

「
財
人
り
一
日

Tnの
官
閣
と
、
明
日
寸

が
屯
比
し
て
か
U
、
毎
年
総
告
と
時
間
一
と
同
部
門
怖
利
と
地
位
白

m
r
4」
を

岬
剖
A
R
を
同
時
に
閲
値

し
て
い
る
が
一
況
え
干
卓
』
れ
を
わ
か
同
政
府
立
白
ぴ

今
年
は
「
間
際
財
人
年
に
あ
た
っ
て
」
一
に
、
各
国
此
同
に
刈
し
て
時
中
し
て
い

と
い
っ
山
岡
文
を
描
表
。
財
人
品
芋
d
一る
a

の
」
に
よ
る
「
人
酌
の
半
和
と
字
削
」
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50年10月発売の機種から、北三十星のカタログに

は、簡単に電気代が111耳できるよう主な機住

の1 ヵ月あたりの標準消費屯 JJ"!止を，;~入するこ

とにしました。この%kfl直に各地区内lKWH町古

主\f~をかけますと一応の目安として1 ヵ月あた

りの屯丸代がJ十回できます~GR'2006Tの場合は
5OHz."53KWHl月X約17円芯約叩1円咽(11円=全国平均の1

6OHz'.56KWH月X豹17円=約952円胃¥IKWHのtl官H主j

冶蔵Joj{がィ、~;;tだと、話 ιの I~t凶にもなりま九

このため北千足は調節闘をliij{聞に2コf.tけ.

より古志刊をfY，つようぷ;nしました.

北 l斗は、{刊えばお古川を明るいイメージにす

る7') ンテーブルポードペヘ桁にピタ yとなじ

むよ 7人llU工学的に泣討されたドアハントル
なと機能J!にあふれています.

+
修

司
l
-
量一力
一
電
一
賢
一

山
岡
山

一
円
，
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、，自
i

の
一味

月
一
L

カ
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』
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北中星の冷凍室は、上干・左右の4而カ''.'i-ft)冷

却器.五件]に広〈冷えが流れる‘ょう、直Jf，;;冷
やす<1在冷式冷凍室>1こなっています.

<III冷式冷凍室〉は、 381のたっ」・9サイズ。

たとえば、シチュ一、スープ膏iを一度にまとめて

f!") .ここでホームフリージング。また、fE;臼にで=
まわっている冷凍宜品もここに保がしておけ

ば、お好きな時に食卓をにぎわせてくれます。

280町内アルミ忠大形製氷皿も、冷凍室のlil:~;:

にw:millけば約(o分で止のできあがり。この
'KJJが.そのままホ ムフ')-ジン7に01宝、1
ちます。

しにくい

C.C.1.サモの働きで.冷蔵主は，llが推附しま

せん.ですから室内町水分が .~hltにく〈

その分乾蝶しにくいわけです。

ドアを附けるとすぐJに見えるのが、全U2.6m

の冷蔵主専用冷却益。冷気がJi，<白崎に流れ
るよう、宅内に露出していま一九

ゲカず

冷凍室には、

冷蔵室にも、

TOSHIBA 
一一明日をつ〈る控情町東芝ーー一一

トr+-:fr繭俗 112，;JOOf'1 
特別付民品=アイスポyクス

1ω円 ~)t皿 600円

ii幼内'i;鍬=
IjOf ÍI勾ì~j集会3沼1)

外形 tr.ムー品さ]:).;1x“ 
325X奥行〈ハシト川苛む}
619・ゐ

e6:聞きタイプ
GR2006TLもあります.

北4星
E主冷しよろ。

区制~fI'.l1Ji・f"3rf摺F曹罰開柵.

臨
拍
羽
田
摺
沼
郡

r 

さ
ま
ざ
ま
な
歳
月
を
、
ど
の
サ
ン
ト
リ
ー
に
託
し
ま
す
か
。

Cサントリーウイスキーオールド
オールド77ツYヨンドグラス2コ
2，300円

ロサントリーウイスキーリザープ
クリスタルグラス2コ

3，5001'1 

いつもの井瓦・・・・.. 

これがまた いつものように

うれしいのです

たとえ~f

いつものように

ロサントり ウイスキーオールド
サントリーブランデーV.S.O.P

5，700円
ロサントリーウイスキーリザープ、オ ルド

5，400円
ロサント リーウイスキーローヤルギフトバyケーν

5.000円

ロサントリーウイスキ オールド2本
4，500円
ロサントリープランデーV.S.O.P
特製ブランデーグラス

3，500同

ロサントリーウイスキーリザープギヲレ、γヶ-，

3，0001'1 

口サントリーウイスキーオールド
ポルトガルワインマテウスロゼ(中滋)
特製コルクスクリュー

3，000円

ロサントリーウイスキーヱクス円ゴ4令金ラベル2本
3，000円
ロサントリーワインデリカ(赤・自)
特製コルクスクリュー

1.300円
口帯王ハニーワインスベγャル(赤・白)

1，000円

ザ'Y~l/"I

-
こ
の
ほ
か

い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
す
.
あ
な
た
の
サ
ン
ト
リ
ー
を
デ
パ
ー
ト
・
お
柄
出
き
ん
で

E
う
ぞ
.

A

鍋
絡
U
い
ず
れ
も
標
徽
約
伝
小
允
価
絡
で
す
】



( 4)  f火曜白)

美術の秋を歩く
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女
込
に
出
会
っ
た
目
立
の
心
を
ふ
る
わ
一
絵
に
も
、
女
4
4
ι

の
絵
に
も
#
結
し
玄
七
一

せ
ず
に
お
か
な
い
。

一

乙

に
流
れ
て
い
る
の
は
、
ア
メ
刀
カ
市
一

乙
の
コ
ン
ク

Dlト
の
ほ
出
物
都
市
、一

民
生
活
に
と
け
こ
ん
だ
人
の
み
の
描
け

-

泌
尿
で
働
く
女
或
は
、
ア
パ
ー
ト
の
狭

一
る
変
殺
と
竹
内
感
J
Q
m
出
代
社
会
の
中
で

い
部
口
鹿
に
以
っ
た
時
の
自
分
の
絡
を
、
一
の
人
間
の
孤
銀
と
覆
慾
砂
品
聞
き
な
が
b

カ
フ
ェ
で
来
る
あ
て
も
な
い
人
を
符
つ

一
も
、
人
の
心
の
ぬ
く
も
り
を
隊
突
に
伝

自
分
の
m
z
を
見
つ
け
た
思
い
が
す
る
し一

え
て
く
れ
る
。

夫
と
子
供
脅
迫
に
開
ま
れ
た
挙
制
w

て
つ
に

一

目
只
の
「
カ
フ
ェ
」
は
一
九
=
一
七
年

見
え
る
E
M
仰
で
す
ら
、
日
仲
m
t
~
活
の
中

一
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
全
体
が
茶
の

に
ふ
と
よ
ぎ
ベ
抱
え
ど
こ
ろ
の
な
い

一ト
l
ン
で
ま
と
め
ら
れ
た
絡
ち
若
い
た

褒
鯵
や
、
理
由
の
な
い
孤
似
を
知
っ
て
一
シ
ッ
ク
な
絵
で
あ
る
n
茶
色
の
木
の
床
、

い
て
凶
芭
の
他
〈
女
迭
の
表
情
に
自
分
一
少
し
削
る
い
、
赤
味
が
か
っ
た
茶
の
テ

の
同
酬
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
の
だ

一
1
プ
ル
、
背
H
M
は
淵
同
一
合
色
の
笠
で
、
も

乙
れ
b
の
作
品
に
日
見
入
っ
て
い
る
と
一
の
う
げ
に
採
り
川
い
た
女
は
烈
の
ド
レ

一
人
間
の
理
性
や
判
断
や
思
吟
力
だ
け
で
一
ス
に
屯
起
の
低
い
尖
ら
か
な
茶
色
の
シ

一
は
抱
え
き
れ
な
い
、
結
お
の
つ
か
な
い

一
ョ
l
ル
を
か
け
、
一
公
の
町
子
を
被
っ
て

一
人
什
?
と
い
予
も
の
を
ひ
し

?υ
と
感
じ

一い
る
。
を
い
っ
て
も
綴
々
だ
が
、
酒

一
さ
ぜ
ら
れ
る
。

一
裕
た
ダ
l
ク
ブ
ラ
ウ
ン
が
、
ζ
の
女
の

一

パ
リ
の
勝
附
壊
と
共
に
同
行
陵
悠
一
思
慮
深
い
米
怖
に
過
や
が
。

一
一
は
吹
田
汁
の
災
術
界
の
十
〈
き
な
存
配
で
あ

一

人
生
に
甘
え
て
い
な
い
、
大
人
の
女

一
D
、
特
に
ア
メ
M
カ
に
お
い
て
仰
帆
紀
一
の
川
民
主
じ
て
い
る
時
に
は
十
ゃ
れ
て

一
削
半
を
代
中
立
す
る
凶
家
で
あ
る
。

一
い
る
寂
し
さ
が
、
カ
フ
ェ
で
く
つ
ろ
い

何一頃
、
山間以
、
名
古
隔
で
の
展
望

一
あ
ら
ゆ
る
女
述
の
持
つ
孤
強
と
併
な
三

一
八
八
九
年
、
岡
山
に
仕
ま
れ
、

η
一
で
リ
キ
ュ
ー
ル
な
ど
欽
み
な
が
ら
、
新

薬

え

、
翌
神
宮
聞
か
れ
て
い
る
一
袋
し
て
い
る
。
都
会
の
片
隅
で
、
自
一
械
で
毒
薬
。
そ
れ
か
ら
お
年
以
一
聞
に
昼
過
し
て
い
る
時
に
、
木
人
も

関
心
霊
壁
比
て
、
も
っ
と
も
壁
一
治
し
て
い
る
女
の
、
ふ
と
見
せ
た
荒

一
上
、
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
シ
テ
ィ
と
一
気
づ
か
な
い
う
ち
に
そ
の
主
に
摂
ょ

を
受
け
た
の
は
一
巡
の
女
性
俗
で
あ
る
一
翠
V
1

寂
し
さ
e

一
人
で
件
き
て
い
〈

一
呼
ば
れ
る
北
部
地
巳
長
生
m
き
附
け

一
い
山
し
て
い
る
。
そ
ん
な
お
山
で
あ

「
デ
イ
リ
ー

・
ニュ
ー
ス
」
「
も
の
忠

一ζ
と
の
安
皇
み
も
、
人
と
の
出
迎
一
た
u

日
本
の
濯
で
は
響
ア
メ
リ
カ
一
る
。
ぐ
ち
を
z

一
言
う
で
も
な
く
、
泣
〈
で

う
女
」
「
カ
フ
ェ
」
「
私
は
検
れ
た
」

一い
と
封
書
さ
も
す
べ
て
心
額
三

の
裂
と
み
て
い
る
し
、
国
首
身
、
一
も
な
く
、
た
だ
静
か
に
孤
鉱
山
L
耐
え
て

と
い
っ
た
作
品
の
女
語
、
あ
る
特
定
一
凶
め
て
内
気
な
ま
で
に
物
静
か
に
、
一
ア
否
認
裂
と
し
て
の
良
の
も
一
い
る
、
そ
ん
な
高
を
雪
国
百
の

の
女
の
阿
保
で
は
な
く
て
こ
の
世
の

一孤
独
な
心
を
に

pzせ
て
い
て
、
乙
の

一
と
に
制
作
し
て
い
た
と
い
う
。

一
「
#
件
以
」
を
い
と
し
〈
山
川
わ
ず
に
は
い

初
期
の
プ

μミ
テ
ィ
ブ
な
幻
想
的
な

-
ら

れ

な

い

@

(

版

)

女
性
の
孤
独
と
倦
怠

!
国
吉
康
雄
展
よ

D
l

ト
レ
チ
ャ
コ
フ
・
プ

l
シ
キ
ン

!
ニ
大
美
術
展
上

p
i

ソ
泌
総
日
械
の
取
引
州
が
公
開
さ
れ
て
M
V
M
さ
れ
ア
い
る
古
代
丙
洋
文
闘
の
、
ツ
ボ

る
、
岱
十
美
術
館
は
静
岡
県
内
同
士
宮
市
一
や
彫
刻
、
絵
皿
等
又
、
日
本
の
聾
長

上
条
一
九
五
四
検
地
に
あ
る
。
日
本
で

一
き
時
代
が
し
の
ば
れ
る
平
安
時
代
や

殻
も
長
色
の
良
い
所
に
加
盟
て
ら
れ
丈
夫

一
江
戸
時
代
の
山
口
美
術
に
ふ
れ
合
う
時
な

術
館
は
ま
だ
新
し
〈
尖
し
い
総
物
で
あ

一ど
は
思
わ
ず
身
ぷ
る
い
す
る
よ
う
な
快

る。

一
般
が
全
身
を
か
け
め
ぐ
る
で
あ
ろ
う
。

す
ぐ
と
な
b
に
は
白
川
殺
の
部
と
も
呼

一
ぜ
ひ
一
度
は
自
分
の
闘
で
焚
術
展
へ
出

ぺ
る
よ
う
な
ふ
ん
い
気
の
中
で
、
白
亜
一
か
け
て
た
し
か
め
て
み
る
の
も
、
L
S

O

の
殿
堂
吋
正
木
蛍
と
呼
ば
れ
る
建
物
が

一
あ
な
た
の
思
い
出
に
な
ろ
う
。

(
山
)

見
え
る
。
巨
大
と
も
思
え
る
風
対
だ
が

一

ト
レ
チ
ャ
コ

・
プ
1
シ
キ
ン
・

雄
大
な
岱
士
山
を
"
パ
ッ
ク
に
な
が
め

一

二
大
美
術
展

る
と
何
と
な
〈
宗
教
の
も
つ
お
と
そ
か

一

向
期
間
日
日
月
U
日
15
同
和
日
年
ー

な
気
分
に
な
れ
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る

一

月

げ

臼

ま
で

ゴ
l
ギ
ヤ
ジ
や
、
ゴ
ッ
ホ
の
作
口
聞
を

一

@
T
E

H
O
高
内
二
〈

O
ニ

見
た
あ
と
で
そ
の
他
尖
術
館
に
、
陳
列
-

五
五
O
制

国吉康雄作〈カフェ〉
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知
育
ホ
ビ

l
v
カ
プ
セ
ル
グ
発
売

三渡鉛筆

、

X
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
最
高

f
ナ
一
世
記
鉛
筆
が
教
育
と
遊
び
を
結
合
さ
せ
た

供
た
ち
一
知
育
ホ
ビ
!
の
研
究
を
進
め
、
乙
の
ほ

を
み
つ
一
ど
遊
び
な
が
ら
斜
学
併
や
創
造
性
を
蓑

め
て
H

一
う
商
品
と
し
て
「
カ
プ
セh
フ
」
を
開
発

を
器
本

一
し
、
十
一
月
一
日
よ
D
都
内
各
デ
パ

1

精
神
と

一
ト
で
発
売
さ
れ
て
い
る
。

し
て
、

広
い
視
野
に
立
つ
ユ
ニ
ー
ク
な

一

子
供
に
と
っ
て
、
ホ
ビ
ー
は
即
「
避

教
育
用
品
が
関
碕
さ
れ
、
こ
の
た
び
=
一

-
ぴ
」
で
あ
り
、
ま
た
「
遊
び
」
は
時
間
安

な
教
育
前
官
申
酷
で
あ
る
。

乙
の
「
カ
プ
セ

一
フ
」
は
、
六
成
。
T

供
か
ら
小
学
生
は

も
と
よ
り
中
学
ん
江
や
大
人
ま
で
遊
べ
る

玩
具
で
あ
る
。

文
部
省
調
査
に
よ
る
と
「
親
が
玩
日
時

を
限
っ
て
や
る
と
き
ど
ん
な
こ
と
を
期

待
す
る
か
」
に
対
し
て
①
創
造
性
が
管

っ
て
欲
し
い
四
ニ

・
六
%
②
楽
し
〈
遊

ん
で
欲
し
い
二
九

・
O
M拘

③
梢
授
が
継
か
に
な
っ
て

欲
し
い
一

0
・
四
%
@
子

供
Q
川
町
聞
が
仰
ぴ
て
欲
し

い
九
・
九
%
⑤
他
の
子
供

と
一
緒
に
遊
べ
る
よ
・
2
L

な
っ
て
欲
し
い
六

・
四
M
m

と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
お

り
手
が
、
と
の
た
ぴ
発

一

第

一

回

料

理

教

室

さ
ん
の
期
待
に
符
え
て
w
安
い
み
習

警

告

、

「
カ
プ
支
フ

一

本

社

主

催

空

襲

警

警

の

お

還

を

召

し

1

」
は
乙
の
籾
の
期
待
に
対
一
開
票
ね
る
と
と
に
遺
書
会
の
上
っ
て
い
た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム
で
す
・

刊

し

子
ベ
て
O
K
が

ま

一

芸

品

え

て
、
京
支
新
宿
主
筆
も
本
社
主
催
に
よ
る
料
理
講
習

が

う
e

一
所
一
一
一
附
の
匙
警
は
、
車
産
を
会
を
行
、
手
電
す
の
で
皆
様
の
皇

制

サ
イ
エ
ン
ス
、

ホ
ピ
一
巾
心
に
利
気
あ
い
あ
い
と
し
た
、
ふ
ん
が
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
て
お
huま

と
H
I
「
カ
プ
セ
一
フ
」
に
つ
い
一
い
気
の
中
目
立
行
な
わ
れ
て
生
従
の
怖
さ
ず
。

引

で

は
、
綾
子
位
と
同
時
に
一
ん
は
す
と
く
滋
し
そ
う
(
写
真
)
そ
ん
真
野
先
m
h
恒
例
ん
で
、
録
制
高
ば
れ

一

内

容
閣
の
還
に
も
効
果
一
市
で
お
互
い
に
興
じ
主
党
、
て
い
る
竺
同
勢
誠
一
世
史
F

黒

点

一

土

の
あ
る
奈
川
何
t
d
、
創
造
、
一
旧
矧
の
友
の
よ
う
に
、
お
世
間
の
交
流
も
け
ま
す
。

一

日

思
受
応
一
m、
工
夫
な
ど
一
叉
お
料
開
で
は
味
わ
え
な
い
、
心
の
味
一
同
べ
か
ら
一
-
可
ま
で
の
第
一
期
ん
幸

一

献
の
筏
力
も
白
川
め
ら
れ
る
こ
か
も
:
:
・
・
0

門
神
山
知
し
ま
す
。
各
約
の
パ
ン

・
ケ
ー
キ

一

け

カ
プ
セ
一
フ
一
で
あ
る
。
又

一

十
月
に
二
M
、
十
一
月
は
十
日
と
十
を
は
じ
め
、
和
・
洋
・
中
壌
の
料
理
の

一

キ

親
と
子
、
あ
る
い
は
子
供
一
七
日
の
一
一
刷
、
十
一
一
月
は
い
よ
い
よ
桜
実
習
、
そ
れ
ぞ
討
食
す
る
烈
し
い
会
で

一

同
土
建
ぴ
な
が
ら
翌
一
毎
月
で
も
あ
D
、
テ
キ
ス
ト
も
少
し

ず
。
あ
な
た
も
参
加
な
さ
い
ま
せ
ん一

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
一
は
む
づ
か
し
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
皆
か
。

一

定
か
れ
る
も
の
で
あ
る

一

li
l
i
a
-
-
'
1
1
'
B
E
l
l
i
-
-

一

真
相
皮
で
、
耐
久
性
が
一
明
日
い
与
え
て
も
と
も
ど
も
に
澗
足
の
い

一
遊
ぷ
際
に
絹
り
そ
う
な
問
題
点
を
わ
か
・

優
れ
た
製
品
で
あ
h
u、
組
一
く
玩
H
H
で
あ
る
。

一
し
の
や
す
く
解
説
し
て
あ
る
。

立
T
4分
解
の
反
復
に
よ
一
「
カ
プ
セ
ラ
」
は
キ
ッ
ト
商
品
と
し
一
と
の
「
カ
プ
セ
ラ
」
に
関
す
る
お
閲

兵

無
限
の
遊
び
方
が
で
一
て
一
ニ
禁
罪
す
る
ほ
か
、
パ
ー
ツ
と
一
い
合
せ
先
二
一
一
喜
市
株
式
会
社
知
育

き
る
ζ
と
と
当
然
の
こ
と
一
と
に
も
敗
売
し
て
い
る
。
な
お
キ
γ
ト
一
ホ
ピ
1
現
業
部
低
年
同
(

な
が
ら
安
全
な
製
品
で
あ
一
の
中
に
は
、
各
組
パ
ー
ツ
の
説
明
モ
デ
一
l
一ニ

一
一
一
一
ハ
大
代
茨
〉

れ
ば
、
穏
と
し
て
子
供
に

一
ル
見
本
な
ど
の
説
明
の
他
、
組
立
て
て

…
一…
松
山
永
遠
の
生
命
観
に
立
っ
て

一一
一

4

4

4

J

凶

M
r
y

'
I
〆
いいW
ぃ
・
川
・

此

全

ポ

いい川

株
式
会
社
新
宿
サ
ン
パ

1
ク
社
長

l
h
h

、A』
・
一
・
.

J
A
I
ι

小

林

平

三

氏

自

市
内
新
宿
は
枯
れ
も
の
た
ち
の
街
社
、
新
印
刷
サ
ン
パ

1
ク
位
入
品
、
小
林
子
な
の
に
、
思
汚
が
た
軟
だ
か
。
、

の
廿
の
お
腕
な
ど
が
珍
凶
目
さ
れ
て
い
も
袈
も
な
い
人
間
の
一
広
山
内
と
い
う
怠
一

一
と
し
て
、
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。
平
=
一
民
を
訪
問
、
氏
の
人
何
軒
門
学
を
肉
体
的
に
も
若
々
し
い
の
か
、
と
も
る
が
、
人
間
が
そ
れ
を
作
D
、
肉
体
味
を
込
め
た
つ
も
hu
で
す
。
ワ
ソ
も
一
-
一

地
下
街
が
、
同

也

市

新

宿

駅

を

中

心

聞

い

て

み

た

。

角

、
髪
は
尽
く
、
肌
は
つ
や
や
か
。
は
滅
ん
で
し
ま
っ
て
も
、
作
一
き
た
必
カ
ク
シ
も
な
い
、
管
区
者
と
し
て
も
一
一
一

一
一
に
縦
横
に
た
D
、
丙
は
の
超
高
M
ビ
ピ
ル
の
掛
以
上
階
の
社
長
宅
か
ら
は
先
ず
そ
の
辺
の
泌
笛
を
1
1。

し
は
残
っ
て
い
る
。
常
に
死
ぬ
時
の
事
を
巧
え
て
ん
仕
き
て
一
一
一

一
一
一
ル
附
お
立
ち
立
ぷ
オ
フ
ィ
ス
セ
ン
タ
永
オ
ン
の
洪
水
が
、
ぎ
り
め
く
よ
う
「
人
間
は
維
で
も
自
分
が
大
同
で
ど
・2
・十
J

。
人
間
は
す
ば
ら
し
い
来
た
つ
も
り
で
す
。
」

…
ー

か
ら
、
鳴
門
の
デ
パ
ー
ト
、
海
に
美
し
く
比
え
る
。
路
法
瓶
と
、
お
す
よ
ネ
。
健
康
で
H
K
m
き
し
て
市
せ
し
、
中
一
命
の
抑
制
勝
、
時
般
は
、
何

千

サ

ン

パ
l
ク
六
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
一
一
一

一
席
、
映
附
館
等
々
の
歓
烈
街
ま
で
、
雨
茶
の
セ
γ
ト
が
、
社
長
笠
に
慨
か
れ
に
な
り
た
い
。
そ
う
似
う
の
は
当
然
年
前
の
骨
盗
品
よ
り
も
U

向
く
詳
細
し
の
人
円
に
は
、
雌
雄
の
郡
千
の
石
像
一

一一
一
の
臼
で
も
傘
を
さ
さ
ず
に
歩
け
る
。
て
あ
り
「
秘
3
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
だ
が
、
自
分
の
生
命
が
、
い
つ
山
米
な
け
れ
ば
と
思
つ
で
し
ょ
う
。
ひ
る
が
立
っ
て
い
る
。
と
れ
は
中
国
か
ら
一

そ
の
賑
や
か
な
街
、
新
宿
に
継
を
ず
に
飲
み
た
い
時
に
飲
め
る
よ
う
に
て
、
ど
-
つ
な
っ
て
い
く
の
か
を
巧
え
い
快
凶
作
に
一
人
し
か
な
い
自
己
を
住
買
付
け
た
も
の
だ
が
、
よ
く
見
る
と

一

一
お
ろ
し
て
四
O
年
。
い
ま
、
一
品
ひ
す
る
に
は
、
ζ
れ
が
一
訴
で
す
よ
」
ね
ば
い
け
な
い
・
ん
だ
、
制
先
の
住
命
に
感
制
し
て
、
雄
の
獅
チ
は
手
で
小
判
を
お
さ
え
て

一
一
一
と
通
h
u
の
多
い
新
宿
点
口
の
抽
出
卜
街
と
笑
い
な
が
ら
小
林
社
長
は
お
淡
を
〈
咋
命
の
鋭
〉
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
よ
hu
よ
い
子
孫
を
鋲
み
育
て
る
た
め
騰
の
獅
，
寸
は
一
寸
獅
子
を
お
さ
え
て
い
一
一

一
サ
プ
ナ
1
ド
に
闘
し
で
十
附
勉
の
ピ
す
す
め
る
。
・
フ
か
。
大
古
の
昔
、
太

脳

や

地

球

が

に

今

の

自

分

が

あ

る

。

人

間

は

自

分

る

。

一

一

一
ル
を
構
え
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
早
く
も
合
圏
内
的
、
価
他
的
に
判
断
出
来
、
人
間
の
午
一
命
が
先
れ
た
。
一
代
で
は
な
い
と
巧
え
れ
ば
、
日
々

「
乙
れ
は
男
性
は
山
帽
を
作
れ
、
女

一
玄
底
、
レ
ス
ト
ラ
ン
十
五
山
宇
援
し
、
砕
ぞ
だ
す
純
也
被
携
を
見
た
思
い
。
大
自
然
と
の
関
わ
幻
の
中
「
え
人
を
大
切
に
仲
引
き
ょ
う
と
い
う
姿
勢
が
銑
は
次
の
時
代
を
作
る
子
女
を
育
て

一
年
凶
一
O
O
億
円
を
挙
げ
る
株
式
会
明
大
主
設
に
な
h
u
が
ち
な
年
泌
の
は
が
体
き
、
死
ん
だ
ω

例
え
ば
例
千
年
出
ま
す
。
だ
か
-
b
払
は
、
先
ず
米

ω
よ
と
い
う
中
凶
の
教
え
で
す
。
と
の

…
警日
hriJ
緒

灘

体

…

川
純
一
訪
日
程
謀
総
訪
ね
れ
と
一

鴨
川
M
V
L
M
叫
が
ヘ
ソ
ー
一
一
一
一

鱒

鱗

鱒

欝

畿

二

叫

b
V

・

P-

し
自
分
の
体
に
合
っ
た
運
動
を
や
で
、
妻
の
本
質
も
凡
失
っ
て
し
ま

代

U
U
A
w
r
y
-いぐいい
わ

磯
機
機

騒

耳

目

V

を

る
。
そ
の
あ
と
自
転
車
で
m
Z
の
う
」
と
、
広
大
量
悶
に
蚊
十
種
の
一
一

護

¥

メ

一

議

三

と

一

栄

所

に

あ

る

八

幡

宮

〈

@

野

3
2
2
2

き
i
除

畿

数

機

畿

L
F
一

審

神

宮
分
の
心
の
中
に
臼
る
と
し
似
た
著
妻
、

E
G人一
一

議

官

懇

騒

騒

緩

機

織

平

山

市

一

場

じ

て
い
る
か
b
、
神
社
に

Z
T雪
少

年

撃

さ

E二

閥単
調
灘
繍
総
議

J
i護
機

鍾

;

盛

山

口

問

γ
は
な
い
於
ふ
さ
わ
レ
い
泌
が
あ
れ
し
て
の
忠
掛
か
ら
も
崩
ず
る
。
一
一
一

般

J
総

議

畿

勢

議

機

林

け

一

か

ば
、
ょ
告
を
み
つ
め
る
こ
と
が
人
間
禁
一
の
教
室
長

2
…一一

後
戸
醗
轍
轍
撫
臨
機
雌
麟
欝
勝
滋
臨
欝
蜘
酬
タ

ι
一

活

用

再

出
一
世
る
わ
け
だ
す
。
」
務
と
い
う
小
林
社
長
は
、
泉
町
と
の
一
一
一

議

縁

ふ

機

機

騒

小

金

，

車

氏

自

く

m

g

、
信

空

調

和

こ

そ

が
、
壮
大
な
誌
の
現
の
一
一
一

綴

綴

機

機

瀦

繍

機

織

畿

L

M

A

J
う
べ
き
も
の
で
、
モ
の

3
2
3揮さ
る

さ

の

だ

と

一一一

線
機
綴
綴
機
騒

騒

館

α
裂
に
も
及
ん
で

い

る

。

沼

っ

た

。
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懇
義
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綴
鍛
令

-
E欝
滋
鍛
溺
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「
サ
ジ
パ
ー
ク
と
い
う
の
は
、
蔭
ハ
長
野
県
出
身

・臼
オ
》
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くらしに
役立つ贈りもの。
味の@素

Y
S
A
・
D-A 
円一澗

3ヲ000円(B-J)

ご挨拶に家族のこtヰミ近況をそ

えて...0お歳暮は日頃のおつきあ
いに感謝するチャンスてt贈りも

のも、毎日しっかりt役立つものを
選/a"1ぉ、かがでしょう。「球の素」

ノfラエティギフトi主、おなじみの

調味料から「サラダ油Jrかつお

ぶし(削り)Jr焼のりJrコーヒー」

まで.種類も盟富に20品種。お値

段も選びやすく1.000円からl万円
までそろいました。

2，000円(F-F)

2，500円(K-G}

~r・柄拘胸、、噌--~内崎、、‘

ノ、‘ι偽 ， ρJ
.砂川材、'f$'、

. 


